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心
の
ふ
る
さ
と
南
大
江
地
域

　　

　

大
阪
市
立
南
大
江
小
学
校

　
　

校
長　

植
田 

隆
義

　

私
が
初
め
て
南
大
江
小
学
校

を
訪
れ
た
の
は
今
か
ら
30
年
ほ

ど
前
。
当
時
、
南
大
江
小
で
研

修
会
が
あ
り
訪
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
時
、
「
大
阪
の
中
心
で

ビ
ル
ば
か
り
と
思
っ
て
い
た

ら
、
ち
ゃ
ん
と
立
派
な
学
校
が

あ
る
ん
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
湖
陽
樹
で
ラ
ン
チ
バ

イ
キ
ン
グ
を
食
べ
、
「
こ
ん
な

景
色
の
い
い
レ
ス
ト
ラ
ン
で
バ

イ
キ
ン
グ
を
昼
ご
は
ん
に
食
べ

れ
る
な
ん
て
！
こ
ん
な
学
校
に

勤
め
た
い
な
」
と
思
っ
た
の
を

今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
数
年
後
、
南
大
江
小
に

赴
任
す
る
と
決
ま
っ
た
時
は
本

当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
教
務

主
任
時
代
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
資
料
を
作
成
し
た
り
活
動

の
準
備
を
行
っ
た
り
と
、
忙
し

い
日
々
で
し
た
が
、
役
員
の

方
々
と
一
緒
に
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
再
び
赴
任
し
教
頭
と

し
て
３
年
間
勤
務
。
地
域
の

方
々
と
の
窓
口
に
な
り
、
顔
を

覚
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の

は
「
和
楽
の
会
」
で
す
。
毎
年

会
場
い
っ
ぱ
い
の
方
が
参
加
さ

れ
、
地
域
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
創
立
１
４
０
周
年
を

迎
え
、
周
年
行
事
に
向
け
た
活

動
を
進
め
る
中
で
、
地
域
の
方

の
学
校
に
対
す
る
思
い
や
期
待

を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
の
際
、
１
０
０
名

を
超
え
る
来
賓
の
方
の
肩
書
と

お
名
前
を
一
人
ず
つ
緊
張
し
な

が
ら
読
み
上
げ
た
場
面
が
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
校
長
と
し
て
３
度
目

の
赴
任
。
７
年
前
に
驚
き
と
緊

張
で
久
し
ぶ
り
に
学
校
の
門
を

く
ぐ
り
ま
し
た
が
、
地
域
の
皆

様
が
笑
顔
で
迎
え
て
く
だ
さ

り
、
ほ
っ
と
し
た
の
を
昨
日
の

こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
し
ま

す
。
節
目
の
創
立
１
５
０
周

年
。
コ
ロ
ナ
禍
だ
っ
た
た
め
盛

大
に
、
と
い
う
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
日
頃
お
顔

を
合
わ
せ
る
身
近
な
方
々
と
一

緒
に
温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
祝

う
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。

　

様
々
な
地
域
行
事
や
会
合
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
皆
様

と
共
に
過
ご
し
、
気
が
付
け
ば

私
自
身
こ
の
南
大
江
地
域
が

「
心
の
ふ
る
さ
と
」
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

南
大
江
小
学
校
は
こ
の
数
年

で
児
童
数
が
約
１
０
０
０
人
と

な
り
、
市
内
で
も
有
数
の
大
規

模
校
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

「
子
育
て
の
ま
ち
」
と
な
っ
た

南
大
江
地
域
が
、
一
人
で
も
多

く
の
子
ど
も
の
「
心
の
ふ
る
さ

と
」
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

教頭として勤務

教諭として赴任

■ 

な
ぜ
町
会
に
入
る
の
？

① 

災
害
へ
の
備
え
が
充
実
し
ま
す
。

② 

暮
ら
し
の
安
心
に
役
立
ち
ま
す
。

③ 

地
域
の
つ
な
が
り
が
広
が
り
ま
す
。

④ 

地
域
の
声
を
行
政
へ
届
け
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

■ 

町
会
の
加
入
方
法

南
大
江
地
域
で
は
、各
町
内
ご
と
に
町
会
が
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。加
入
を
ご
希
望
の
方
は
、お
住
ま

い
の
地
区
の
町
会
長
も
し
く
は
南
大
江
会
館
へ
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
み
な
さ
ん
の
参
加
が
、

　

南
大
江
の
未
来
を
支
え
ま
す

町
会
は「
特
別
な
人
の
た
め
の
組
織
」で
は
あ
り

ま
せ
ん
。地
域
に
暮
ら
す
す
べ
て
の
人
が
、よ
り
安

心
し
て
、よ
り
快
適
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
大
切
な
仕
組
み
で
す
。

あ
な
た
の
少
し
の
参
加
が
、地
域
全
体
の
力
に
な

り
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、町
会
へ
ご
加

入
い
た
だ
き
、と
も
に
南
大
江
の

よ
り
よ
い
未
来
を
つ
く
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

南
大
江
の
各
町
会
へ
加
入
し
ま
せ
ん
か

南大江地域の町
会加入について
はこちらをご参照
ください。

町
会
に
加
入
し
て
、安
心
・
安
全
で

つ
な
が
り
あ
る
南
大
江
へ

南
大
江
地
域
で
は
、だ
れ
も
が
安
心

し
て
暮
ら
し
、災
害
時
に
も
助
け
合

え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、

各
町
会
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

よ
り
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
る
た
め

に
、ぜ
ひ
各
町
会
へ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。
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第
89
回  
１
月
20
日（
火
）

無
声
映
画

「
御
誂
治
郎
吉
格
子
」

　

令
和
８
年
最
初
の
郷
塾
は

久
々
の
無
声
映
画
の
上
映
会
で

し
た
。
今
回
は
昭
和
６
年
に
制

作
さ
れ
た
「
御
誂
治
郎
吉
格

子
」
。
主
演
は
大
河
内
傳
次

郎
、
監
督
は
伊
藤
大
輔
で
、
弁

士
は
お
馴
染
み
遊
花
さ
ん
。
江

戸
か
ら
上
方
へ
逃
亡
中
の
「
鼠

小
僧
次
郎
吉
」
と
彼
を
巡
る
二

人
の
女
性
の
物
語
は
、
昭
和
７

年
の
正
月
映
画
と
し
て
公
開
さ

れ
た
そ
う
で
す
。
江
戸
弁
と
関

西
弁
を
織
り
交
ぜ
て
表
現
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
で
弁
士
泣

か
せ
の
作
品
と
の
こ
と
。 

第
90
回  

2
月
17
日（
火
）

大
坂
城
真
田
出
丸
に
つ

い
て

　

記
念
す
べ
き
90
回
目
の
郷
塾

は
、
大
坂
城
と
真
田
出
丸
の
関

係
を
大
阪
公
立
大
学
の
積
山
教

授
に
講
義
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
上
町
台
地
の
北
端
に
位
置

す
る
大
坂
城
は
、
北
・
東
・
西

が
河
川
で
守
ら
れ
て
い
た
た
め

南
方
面
が
防
御
の
要
で
し
た
。

そ
の
南
側
の
拠
点
に
築
か
れ
た

の
が
真
田
出
丸
で
す
。
最
近
の

研
究
で
は
真
田
出
丸
は
大
坂
城

と
離
れ
た
位
置
に
あ
っ
た
の
で

な
く
、
大
坂
城
の
惣
構
え
（
城

郭
）
に
隣
接
し
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
そ
う
で
す
。
我
々
が
暮

ら
す
南
大
江
地
域
も
か
つ
て
は

大
坂
城
の
お
堀
の
中
だ
っ
た
？

堀
田 

和
敬 

氏

四
天
王
寺
勧
学
部　

学
芸
員

主
催
：
南
大
江
地
域
活
動
協
議
会

　
　
　
南
大
江
社
会
福
祉
協
議
会　

共
催
：
南
大
江
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会

　
　
　
南
大
江
生
涯
学
習
ル
ー
ム
委
員
会

　
　
　
や
す
ら
ぎ
新
聞
編
集
委
員
会

協
力
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ま
ち・す
ま
い
づ
く
り

　
　

  

大
阪
歴
史
博
物
館

第
91
回  

３
月
17
日（
火
）

ひ
さ
ご
亭 
遊
花 
氏

積
山 

洋 

氏

弁
士
　

濱
口 

十
四
郎 
氏

解
説

大
阪
公
立
大
学 

文
学
研
究
科

客
員
教
授

１
月
14
日
（
水
）

金
属
工
芸
の
見
方

│
四
天
王
寺
伝
来
の
仏
具
を
中
心
に
│

俵 
和
馬 
氏

大
阪
歴
史
博
物
館 

学
芸
員

山
口 

哲
史 

氏

阪
南
大
学 

国
際
学
部 

准
教
授

第
92
回  

４
月
21
日（
火
）

小
泉
八
雲
の
日
本
探
求 

│
松
江
の
民
俗

採
集
と
大
阪
探
訪
記
か
ら
│

新
春
文
楽
公
演

　

第
93
回  

５
月
19
日（
火
）

平
安
時
代
四
天
王
寺
に
お
け
る

芸
能
の
展
開
と
俗
別
当

郷
塾
課
外
授
業

国
立
文
楽
劇
場
へ
吉
田
玉

助
氏
が
出
演
す
る
公
演
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。

壺
坂
観
音
霊
験
記
／

連
獅
子

南
大
江

 

川
柳  

入
選
作
品

中
央
区
女
性
会
主
催 

　

中
央
区
民
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て「
第
37
回 

中
央
区
民 

文

化
の
つ
ど
い
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

２
月
12
日（
木
）か
ら
15

日（
日
）ま
で
の
作
品
展
に

は
、南
大
江
か
ら
水
彩
画
や

押
絵
、ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
な
ど

の
作
品
と「
緑
化
中
央
」に

よ
る
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
作
品
が
出
展
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、２
月
22
日（
日
）の

グ
ル
ー
プ
演
芸
発
表
会
に
は

南
大
江
女
性
会
民
踊
部
が

『
関
の
鯛
つ
り
唄
』
を
披
露

し
ま
し
た
。

グループ演芸発表会　２月16日（日） 第
37
回

浅
井 

房
子

堀
井 

由
里
子

石
井 

恵
子

 

中
央
区
民 

文
化
の
つ
ど
い

今
後
の
予
定

場　

所
：
南
大
江
会
館

時　

間
：
午
後
６
時
〜
７
時

参
加
費
：
３
０
０
円

お
申
し
込
み
：
南
大
江
会
館

☎
０
６
│
６
９
４
９
│
５
６
７
０

40
名（
申
し
込
み
順
）

誰
に
で
も  
馬
く
行
く
よ
と  

占
い
師

馬
年
よ  

う
ま
く
こ
の
世
を 

乗
り
越
え
て

ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
を  

受
け
入
れ
る
ま
で

                             

ひ
と
呼
吸

万
博
で  

健
脚
自
慢  

ウ
ソ
ば
れ
る

郷
塾
は
︑こ
の
た
び
第
90
回
目
の
開
催
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

今
後
も
学
び
と
交
流
の
場
と
し
て
歩
み
続
け
て
ま
い
り
ま
す
︒

作品展示
２月12日（木）～
15日（日）

南大江女性会民踊部
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昨
年
好
評
だ
っ
た「
わ
く
わ

く
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」が

今
年
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は『
食
品
サ
ン
プ
ル
作

り
』で
オ
リ
ジ
ナ
ル
小
物
入
れ

を
制
作
し
、『
防
災
体
験
ツ

ア
ー
』で
は
防
災
機
器
探
し
ク

イ
ズ
や
水
消
火
器
訓
練
、ド

ロ
ー
ン
操
作
体
験
に
挑
戦
し

ま
し
た
。ま
た
『
レ
モ
ネ
ー
ド

ス
タ
ン
ド
』で
は
高
校
生
Ｎ
Ｐ

Ｏ
か
ら
小
児
が
ん
支
援
の
話

を
聞
き
、ラ
ム
ネ
ソ
ー
ダ
が
配

ら
れ
ま
し
た
。当
日
は
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
も
登
場
し
、世
代
を
超

え
た
交
流
で
会
場
は
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

12
月
21
日
に
予
定
し

て
い
た
南
大
江
も
ち
つ

き
大
会
は
雨
の
た
め

中
止
に
な
り
ま
し
た
。

お
餅
は
先
着
順
・
子
ど

も
優
先
に
て
配
布
さ

れ
ま
し
た
。

「
け
ん
玉
↓
こ
ま
↓
あ
や
と
り

↓
お
手
玉
↓
お
は
じ
き
」
を
コ
ー

ナ
ー
ご
と
に
昔
あ
そ
び
を
地
域
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
校
長
先
生
を
交
え
て
一

緒
に
楽
し
く
遊
び
ま
し
た
。

　

１
年
生
〜
３
年
生
の

児
童
と
地
域
の
60
歳
以

上
の
方
々
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

皆
様
と
一
緒
に
身
体
を

動
か
す
運
動
と
ゴ
ー
ル

シ
ュ
ー
ト
し
て
楽
し
み
ま

し
た
。最
後
に
子
ど
も

会
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の

児
童
と
選
手
が
試
合
を

行
い
ま
し
た
。多
数
の
児

童
に
参
加
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
月
15
日
（
日
）
南
大
江
小
学
校 

講
堂
・
ピ
ロ
テ
ィ
・
多
目
的
室

２
月
25
日（
水
）　

南
大
江
小
学
校 

講
堂

３
月
３
日（
火
）　

南
大
江
小
学
校 

講
堂

Y.F

食
品
サ
ン
プ
ル
作
り
体
験
・
防
災
体
験
ツ
ア
ー
・レ
モ
ネ
ー
ド
ス
タ
ン
ド

主
催　

南
大
江
東
・
西
連
合　

中
央
区
社
会
福
祉
協
議
会

南
大
江
地
域
活
動
協
議
会

南
大
江
子
ど
も
会
育
成
会

主 催

　

毎
週
水
曜
日
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

参
加
い
た
だ
け
る
方
は
南
大
江
会
館
ま
で

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

２
時
間
目（
１・４・５
組
）／
３
時
間
目（
２・３
組
）

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ 

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

Ｓ
Ｃ
サ
ッ
カ
ー
選
手
が

南
大
江
に
や
っ
て
来
た
！

今
年
は
３
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
！

南
大
江
ク
リ
ー
ン
作
戦
隊

南
大
江
わ
く
わ
く
体
験
ワ
ー
ク
ショッ
プ

南
大
江
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ

NPO法人おおさか
レモネードスタンドプロジェクト
Pilina ホームページ

大
阪
市
の
ご
家
庭
か
ら
出
る

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等
に
つ
い
て

『
拠
点
回
収
』と『
訪
問
回
収
』を
行
っ
て
い
ま

す
。（
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
へ
の
電
話
等
で
申
込
む

と
職
員
が
ご
家
庭
ま
で
回
収
に
お
伺
い
し
ま
す
）

中
部
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
出
張
所

電　

話
：
０
６
│
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南大江女性会は多くの地域活動に
参加・協力しています。地域での仲
間づくりのため、これからも新しい会
員さんの入会をお待ちしています。

入会のご案内

- 4 -

各種行事を写真撮影しており、ホームページ・
やすらぎ等に掲載する事があります。ご了承ください。

南大江地域活動協議会 公式ホームページ
https://minamiooe.osaka

毎月第２火曜日にふれあい
食事会を行っています。

費用：300円 65歳より
予約制：☎06-6949-5670

(８月を除く)

法円坂 豆まき大会 2/12（日）

主催：後藤基金  後援：南大江社会福祉協議会

「南大江会館」を名乗る電話にご注意ください。
南大江会館では、マイナンバー等の番号を問い合わせ
する事は絶対にありません。詐欺・悪用の可能性があ
りますので、ご回答されないようご注意ください。

ふれあい食事会

地域活動協議会
予算総会

場所：大阪市中央区内久宝寺町２-６-８

毎週金曜日：午後１時30分〜４時

立ち寄り処「てる」 欄 和美先生をお迎えして
コーラス部が新しくなりました。

南大江かがやき教室✿  南大江 生涯学習ルーム✿

✿

法円坂ハッピー教室✿✿

✿

南大 江の地 域活動へお気 軽にご参加ください。

✿南大江女性会

  

昨
年
末
『
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
』

を
最
後
に
勇
退
さ
れ
た
木
下

清
子
先
生
に
代
わ
り
、新
し

い
コ
ー
ラ
ス
の
指
導
者
が
欄

和
美
先
生
に
決
ま
り
ま
し
た
。

新名称は
「南大江コーラスの会」

令和8年度 第13回 南大江健康ウォークは
10月24日(土) 滋賀県・佐川美術館です。

4/14

場　所：南大江会館
時　間：午前10時30分〜12時
参加費：無料（65歳以上の方）
お問合せ：ふれあいセンターもも
　　　　  ☎06-6763-8139

場　所：コーシャハイツ
　　　  法円坂集会室
時　間：午前10時30分〜12時
参加費：無料（65歳以上の方）
お問合せ：ふれあいセンターもも
　　　　  ☎06-6763-8139

2/10 食事会

２/9
カラオケ体操
第一興商

3/9 
機能訓練指導員と体操 

宮本 愃

欄 和美  先生コーラスの欄 先生も参加！ 1/31 初練習

1/13 法円坂集会室

2/2１ フラワーアレンジメント1/24 フラワーアレンジメント

2/3 習字

今後の予定

今後の予定

4/1（水）健康維持シニア体操：森永 裕美 先生 
5/13（水）歌と体操：ミックスジュース
6/3（水）左右の動き面白脳トレ：宮本 愃 先生
7/1（水）ストレッチ体操：長谷川 司 先生

今後の予定

南大江民踊部（中央区民 文化のつどい）女性会新年会

場所：南大江会館
　　  コーシャハイツ法円坂集会室
　　  

2/4 左右の動き面白脳トレ
宮本 愃 先生

１/21 1 日分の糖分・栄養
スープトニク

1/13 食事会

1/29 南大江会館

4/13（月）バルーンアート：バルンアート同友会
5/11（月）歌と体操：ミックスジュース
6/8（月）フレッシュ体操：松田 和洋 先生
7/13（月）誤嚥予防・お口体操：松村 慶子 先生

ふれあいセンター
ももの企画で豆まき
を行いました。

令和８年度予算案の決議が行われ
承認されました。

2/24〜3/6 
中
央
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

中
央
区
役
所
１
階

どなたでもお気軽にお立ち寄りください。
（飲み物は無料です）

生涯学習ギャラリー展


